
改正温泉法が平成１９年１１月３０日に公布され
平成２０年１０月１日（一部は８月１日）に施行されます。

◎　温泉法の目的が改正
「温泉の保護」「利用の適正」に「温泉の採取等に伴い発生する可燃性天然ガスによる災害の防止」が追加されました。
◎　温泉の採取等に伴う災害の防止
１　温泉の採取の許可制が新設
○　温泉の採取を行う者は、大阪府知事の許可が必要です。ただし、２の確認を受け、可燃性天然ガスが発生していない（環境大臣が定める濃度基準を満足している）温泉は不要です。
○　許可の基準は、「可燃性天然ガスによる災害の防止のための措置を必要としない基準への適合」。
２　災害防止措置が必要ない旨の確認
○　温泉の採取を行う者は、災害防止措置が必要ない旨の大阪府知事の確認（環境大臣が定める濃度基準等を満足していること）を受けることができます。
３　基準不適合の場合の許可取消し、措置命令
○　採取の実施中に技術基準に適合しなくなった場合、大阪府知事は、許可の取消しや災害防止措置の命令をすることができることになりました。
４　採取廃止後の措置命令・緊急措置命令
○　採取廃止して後2 年以内 又は 採取実施中に災害発生のおそれが生じた場合、大阪府知事は措置命令ができることとなりました。
◎　土地の掘削等に伴う災害の防止
○　土地の掘削等の許可の基準として
「可燃性天然ガスによる災害の防止に関する技術基準への適合」が追加されました。
※　施行の際現に温泉の採取を行っている者については、平成２０年８月１日から「２」の大阪府知事の確認を受けることができます。
温泉法が改正されました！


《温泉法の一部を改正する法律が公布されました》





平成１９年６月１９日に、東京都渋谷区の温泉施設において可燃性天然ガスによる


爆発事故が発生しました。


この事故の教訓を踏まえて、温泉の採取等に伴い発生する可燃性天然ガスによる


災害の防止を図るため、法目的に「可燃性ガスによる災害の防止」を加えるととも


に、温泉の掘削及び採取に際し、具体的な災害防止対策の実施を義務付ける必要が


あることから、今回、改正温泉法が公布されました。








